
本シンポジウムはハイブリット形式で開催いたします。会場でのご参加・

オンラインでのご参加のどちらかお選びいただけます。

お近くの方は是非、会場へお越しください。

●お申し込み期限

【主催】三重大学医学部　【後援】三重県、公益社団法人三重県医師会、一般社団法人三重県病院協会、報道各社（朝日新聞社、伊勢新聞社、毎日新聞社、中日新聞社、読売

新聞社、中部経済新聞社、共同通信社津支局、時事通信社、CBCテレビ、TOKAI RADIO、三重テレビ放送、中京テレビ放送(株)、三重エフエム放送）

第２回 合同シンポジウム

３.２2024.

2024.２.16（金）

９:００～１２:４５
三重大学 地域イノベーションホール

お申し込みはこちら

８:３０～受付開始

三重県津市栗真町屋町1577番地

﹇
土
﹈

WEBサイト
はこちら

参加
無料

オンライン参加会場参加



連絡先：高知大学医学部病院事務部総務企画課 地域医療支援室

　088-888-2744  　　kuroshiodmp@kochi-u.ac.jp

地域と生きる未来の医療人とともに、第2回シンポジウムを開催いたします。

皆様のご参加お待ちしております。
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中村 安秀氏

日本WHO協会理事長、大阪大学名誉教授

【履歴】1952年和歌山県田辺市に生まれ、

58年御坊小学校入学。1977年東京大学医学部卒業。

小児科医。都立府中病院小児科、東京都府中保健所

などを経験し、その後国際協力機構（JICA専門家：インドネシア）、国連難民

高等弁務官事務所（UNHCR：アフガニスタン難民医療担当官）など低中所得

国の保健医療活動に取り組む。東京大学小児科講師、ハーバード大学公衆

衛生大学院研究員、大阪大学大学院人間科学研究科教授などを経て、現

職。2010年より三重大学非常勤講師、2019年より和歌山県立医科大学非常勤

講師。2015年に母子健康手帳の国際展開の功績により第43回医療功労賞を

受賞。2021年11月にニューズウィーク日本版で『世界に貢献する日本人30』に

選出される。『海をわたった母子手帳』（旬報社，2021）など著書多数。

講 師 高村 昭輝氏

富山大学 医学教育学講座 教授　

富山大学附属病院 総合診療科 科長 

【履歴】1972年石川県金沢県金沢市に生まれ、1998年

富山医科薬科大学（現富山大学）医学部医学科卒業。

石川勤労者医療協会城北病院総合内科、近畿大学医学部心臓小児科などを

経験し、2008年南オーストラリアフリンダース大学にて教育学修士課程修了、

同大学医学部の大学教員を経て、JICA：医学教育プロジェクト専門家（ラオス・

ベトナム）、母子保健プロジェクト専門家（タジキスタン）、総合診療研修プロ

ジェクト専門家（モンゴル）と医学教育のエキスパートとして様々な活動に従

事。金沢医科大学医学教育講座/地域医療学講座准教授を経て、現職。

講 師

プロジェクト代表校【高知大学】

連絡先：三重大学医学部病院管理部 学務課

　059-231-5063 ／本シンポジウムに関するお問い合わせはこちらへ

９:00 開会・挨拶 ［挨拶］三重大学医学部長  堀 浩樹／三重大学学長  伊藤 正明

［ご祝辞］三重県知事  一見 勝之 氏

［挨拶］三重大学医学部附属病院長  池田 智明

「地元が担うビルド・バック・ベター（創造的復興）！

  －黒潮を介して育つ若い世代の共感と連帯－」 　講師／中村 安秀 氏（日本WHO協会 理事長）

「地域基盤型医療者教育～地域で学べるこんなことあんなこと～」

講師／高村 昭輝 氏（富山大学医学教育学講座 教授）

「津波被災時は籠城体制が敷かれますが、食料・医薬品の枯渇、水道・電気などのインフラ回復が見込めない場

合、病院避難の必要性があります。限られた医療資源と搬送手段のもと、患者の重症度や安定度を配慮して、

避難の優先順位をつける机上訓練を行います。」 

①「防災訓練－エアーストレッチャー搬送、iPadによるAR浸水没入体験－」 三重大学医学部生

②「全方位カメラを用いたER教育システムの導入」

　三重大学医学部附属病院  救命救急・総合集中治療センター　教授  鈴木 圭

③「中部国際空港検疫所を見学して」 三重大学医学部生

ご祝辞

特別講演①

特別講演②

取り組み事例報告

取り組み事例報告

取り組み事例報告

グループディスカッション

次回開催地挨拶

閉会・挨拶

休憩

休憩
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本シンポジウム当番校【三重大学】


